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:

さ

囊

に

英

来

訪

問

赏

業

H

に

加

は

タ

、
彼

地

を
 

遍

歷

す

る

こ

ど

半

歲

有

除

，>
1

1

般

の

文

物

制

度

を

観

察
 

し

> 
就

中

勞

働

間

弾

に

關

し

て

は

潜

心

調

査

.研

究

す

る
 

:

所

あ

…

し

(

和

.
®
豊

治

氏

；序

)

S

子

製

紙

株

武

會
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長

藤

原

氏

が

：「

歐

，4

に
：於

け

る

：方

今

勞

働

運

動

の

大

勢
 

を

叙

述

し

て

其

の

歸

着

す

る

所

を

明

か

.に

す

る

の

み

な
 

ふ

や

、
；
之

に

ょ

り

：て

我

國

に

"於

て

勞

資

の

間

に

生

や

べ

：
 

き

關

係

に

就

き

」

て

.意

見

を

開

陳

じ

た

る

も

の

あ

る
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本

文

は

四

編

ょ

^

成

\
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ま

1
4

編

迄

は

英

米

獨

佛
 

各

國

勞

働

事

情

の

實

際

的

觀

察

で

あ

る

。

即

ら

第

I

編 

英

國

勞

'働

事

惯

に

，於

て

は

戰

後

勞

働

蓮

動

の

穩

和

化

よ

.反
動
時
代
に
於
て
、
當
然
受
.く
可
き
難
局
を
脱
し
て
經 

濟
界
の
平
衡
狀
態
に
復
®

せ
ん
と
欲
す
る
に
急
で
あ
ゥ 

て
力
其
の
結
柴
此
等
雨
國
の
勞
働
運
動
が"

戰
前
乃
至： 

戦
時
に
於
け
る
が
如
き
自
儘
な
進
退
に
出
づ
る
を
許
さ 

れ
す
> 
社
會
ー
股
の
風
潮
に
つ
れ
て
協
調
の
雄
に
出
づ 

る
こ
ご
が
其
れ
自
身
れ
生
か
す
上
に
最
も
賢
ぜ
な
る
こ 

ご
セ
あ
る
ざ
し
て
比
較
的
穩
.健
な
淡
調
を
迪
つ
て
居
る 

の
で
あ
る」

o(
1

四
五
：I
ニ

ハ

ダ

、

中̂
歐
諸
國
特
に
獨 

逸
及
侧
蘭
西
戰
爭
の
創
姨
を
被
る
こ
せ
更
に
甚
だ
し 

き
に
加
へ
て「

國
家
ど
.し
て
、
若
ぐ
は
，民
族
と
し
て
の
雨 

國
の
對
抗
廣
爭
は
將
來
疊
々
激
烈
R

な
ら
ざ
る
を
得
な 

い
.-

の
で
あ
つ
て
、
此
の
對
掠
に
於
て
は
a

じ
斷
卞
て 

敗
を
取
づ
て
は
な
ら
ぬ
位
置
に
置
か
れ
，て
居
る
を
の
觀 

念
は
、
'深
ぐ
雨
國
民
の
腦
'裡
’を
支
配
し
て
居
る
の
で
あ
‘ 

る
0

而
し
て
其
の
結
来
は
"
何
を
措
い
て
も
先
づ
庫
業 

の
恢
復
發
展
じ
努
め
，て
疲
弊
せ
る
國
カ
の
充
實
を
計
ら 

な
け
れ
ば
な
ら
な
いS

'

で
あ
る
か
ら
>
 
從
ウ
て
産
業
の
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恢
復
發
展
ビ
©

觸
す
る
，範
圓
に
於
て
は
パ
勞
働
連
動
が 

觸
當
の
缴
时
を
受
る
を
免
れ
ぬ
の
は
見
易
き
道
禅
で
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八
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履

主
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ざ
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府
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8

及

失

業
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實

狀

を

述

べ
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米

國

勞

働

事

情

に

於

て
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働

運

動

の

大

要

賞

銀

じ

生

活

費

の

跡

係

ォ

I

グ

ン

シ
 

ョ

ッ

フ
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シ

ョ
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ズ

の

意
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得

失
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止
 

命

令
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チ

H

ッ

ク

•
ォ

プ

制

度

を

、敏

ミ

編

獨

佛

努

働

事

情
 

に

於

て

は

革

命

前

後

の

獨

乙

努

働

運

動
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況

V
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に
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け

る

.失

業
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濟
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働
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育
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罷
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佛

蘭
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度
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及
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述

の

範

圍

觸

る

廣

饥

多

岐

に

W
!つ
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居

る
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而

も

軟

术

务

國

の

勢

働

事

情

に

纖

す

る

薪

者

の
 

.觀

察

の

結

果

は

一

言

に

し

て

之

れ

を

盡

せ

ぱ

各

®

の

勞 

働

蓮

動

は

著

者

の

最

初

の

豫

想

に

反

し

て

- 
'又

は

豫

想
 

以

上

に

"
^
航

る

穩

和

化

さ

れ

つ

、
あ

る

ビ

い

ふ

の

斬

、レ 

歸

着

す

る
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瑰

今

世

界
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勞

働

運
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近

五
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ギ

に

百

j

る
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曾

有

の

歐

洲

大

戰
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^

結

果
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し
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じ
 

た
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濟

上

の

世

界

的

大

波

欄

の

影
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に
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つ

て
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せ

ら

れ

て
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で
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つ

て

‘
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國

は

大

戰
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其

の

損

害

を

償

ふ

に

忙

し
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國

は

、

大
 

戰

に

於

て

過

度

に

，職

服L

た

典

國

の
產

業

界

が

戦

後

S
'

m

i

l

あ

.つ

.

.て
、

事

實

雨

.，國
.-.の

勞

徽

.述

動

は

現

今

比

較

的

穩

M健 

な

狀

態

に

あ

-
=̂、

同

盟

罷

業

の

數

も

少

く

" 

e
令

满

業
 

の

行

は

る

V
場

合

に

も

、

多

く

は

社

會

め

與

論

に

制

せ
 

ら

れ

て

不

成

功

に

終

ら

勝

ち

で

あ

る

。

況

ん

や

革

命

的
 

暴

動

的

色

彩

を

撒

び

る

も

の

如

き

に

至

つ

て

は

"

殆 

ん

ざ

絕

無

で

あ

る

ご

云

つ

て

も

差

し

I

乂

へ

が

な

い

の

で 

あ

る
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一
四
七
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)

を

。

著
者
は
，歐
米
詣
國
の
勞
働‘事
情
を
斯
く
觀
察
叙
述
レ 

た
る
後
、

第
！
！

編
結
論
に
.於
て「

此
等
歐
米
势
働
事
情
と‘
 

我
國
勞
働
事
情
を
比
較
研
究
し
て
.
.
:
自
ら
信
す
る 

所
を
述
：ベ
 
>
 

併
せ
て
將
來
に
敎
す
る
希
望
を
披
藤

」

し 

て
居
る
◊
今
此
編
に41

す
る
所
の
"
 

<

時
間
勞
働
、
分 

配
問
題
"借
臉
思
想
、
工
場
委
員
制
度
、
勞
働
組
合
"
及 

ぴ
我
國
の
，勞
働
蓮
勘
の
六
章
を
通
觀
し
て
"
以
ゥ
て
著 

者
の
所
說
を
舰
は
ん
に
、
前
述
の
如
く

「

歐
来
め
努
働 

運
動
が
已
に
分
配
の
鬪
爭
ょ0
生
産
の
協
調
べ
向
ひ
つ 

、
あ
る
に
際
I
、
獨
り
我
國
の
数
働
運
動
が
古
&
鬪
爭 

の
旗
幡
の
下
に
進
ま
ん
ど
す
る

」

こ
ざ
に
著
者
は
飽 

迄
も
反
對
.し
、01

九
六
更)

我
國
の
努
働
述
動
者
が
或

，第
十
七
想

四
七

1

紹
介

0
A
0

»，.，為
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號

! 

n

ニ 1
は

，資

本

家

を

鬪

爭

'す
る
を
目
的
f
す
る
云
会
の
主
義
綱 

値
を
.掲
げ「

徒
ら
に
：感
情
に
：快
き
空
論
に
走
つ
て"1

,時
‘
 

0
.
快
を
呼
び」
、(1

1

九Q

頁)

成

は「

歐
米
の
實
際
ど
稱 

し
.て

彼

地

に

，
於

て

さ

，

.へ極
：.

め
.て

少

數

め

信

者

し

，か

有

し 

.な
い
思
想
や
運
動
を
誇
張
し
て
我
國
に
輸
入
し
善& 

無
知
の
.勞
働
者
を
邪
道
に
.引
タ
入
れ
ん
ぶ
t
る」

事
を 

慨

嘆

し

：
て

居

る

パ

：
ニ

六
1:1:11

四

，頁

)

著
者
は
又
、
時
間
の 

ff
i縮

が

生

産

額

の

減

少

.
^
意

味

し

な

い

ご

の

說

は

槪

ね
 

理
由
な
き
も
の
ご
し
て
八
時
間
数
働
制
を
徘
し
、

(

ニ
三 

ニ
.5
.)

利
潤
分
配
制
.ま
め
職
®
を
®
說
し
て
、
却
て
我
國 

に

行

、
は

：
る、賞
與
金
制
度
を
以
つ
-て
遙
か
に
優
良
な
制 

度
で
ぁ
る-io

港
へC

rlE
T

三
貫
以
下；>

工
場
委
員
制
度
の
.'
 

賞
施
に
.就
い
て
は
尙
多
ぐ
’の
|
?
慮
を
要
す
S
K
ひ
、01
 

七
五
頁)

更
に1

方
に
，於
て
は
、
勞
働
問
週
に
對
す
る® 

家
：0
法
律
的
保
識
干
涉(

勢
働
組
合
法
の
設
足
め
如

さ
；！

，
 

に
.反
斜
し
、
，政
府
は
，徐
ろ
に
努
働
者
個
人
の
自
覺
を
促 

す
の
方
策
に
出
づ
ぺ
し
と
し
ウy C

1U
O

 

r
—

 
ニ
頁)

他 

方
.じ
於
て
は
、
現
時
じ
適
切
な
る
社
會
制
度
な
ヶ
ざ
し 

て

安

督

察

法
©
如
き
も
の
.> 
存

置

の

必

：要

を

、
王
張
一
し
，

の

大

>5̂

る

、/
J

事

業

の

各

部

の

進

展

が

最

高

限

に

達

-
^
な 

る

t

に

大

な

る

幸

福

を

感

ホ

し

む

べ

き

で

あ

る

"」

ビ

。 

(

ニ

四

ニ
 

I

三

頁

)

以

つ

て

著

者

め

意

圓

を

忖

度

す

る

に
 

足

‘る

ざ

共

に

所

謂

勞

資

協

調

主

義

.の

眞

胡

を

窺

知

す

る
 

に

難

く

な

い

で

あ

ら

ぅ

9

ム

ニ

：
：
.

:
今
や
勞
働
問
題
は
旣i:

机
上
空
論
の
域
を
脱
め
、
焦 

眉
の
實
際
間
題
ど
し
て
最
も
眞
攀
な
る
考
究
を
必
要
ミ 

せ
ら
れ
る
。
此
時
に
赏
か
て
孩
間
題
’じ
對
す
る
資
本
家 

侧
の
货
意
を
遣
®
な
，く
吐
鼠
せ
る
，所
の
本
書
の
如
き
は 

r

讀
又
典
味
の
甚
だ
少
な
か
.ら
ざ
る
可
き
を
信
す
る
。

,

;
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.(

併
藤
秀
一)

: 

E
 

县

. 

;

2

熱

本
誌
筋
十
七
卷
第
五
號
所
嘯
拙
稿「

社
'會
主
議
ざ
國
•家」 

に
於
て「

G
o
t
h
a

綱
®
I
をS

I
f
i
I
r
t

綱
®」

を
錯
ゎ(

三
五 

.
頁
第
十
三
'行)
n

プ
チ
ク
ラ
シ
ィ
し
を
ゾ

U

レ
タ
タ
ヤ

」

 

^

誤
記
し
た
る
，

(

四I

一
 

頁
H

I
四
行)

こ
ざ
平
弁
新
氏
の 

S
5

摘
に
ょ
み
て
發
見
す
る
こ
セ
を
得
た
ら
。
鼓
に
訂
正
'
 

し
耳
つ
.謝
意
を
表
す
。：.

ぃ.
:

ト
：バ

ジ
‘ 

•
 

信
ゴ
|
で

第
十
i

 

(

一
四
七
！
5

喬
紹
介

て
居
る
の
で
あ
る
。(

二
八
一
頁
.

)

.
 

,
 

さ

て
，然
ら
.ぱ
兹
に
提
唱
す
る
所
の
所
謂
勞
资
協
調
ご
，

は

如

何

。

協

調

に

ょ

り

て

意

味

せ

ら

る

、
所

の

も

め

は
 

何

か

。
日

く

「

企

業

家

ヒ

資

本

家

W

终

働

者

v
>

が

互

に

其
 

分

擔

t

職

責

ご

を

自

覺

し

小

な

る

個

人

の

要

求

ぶ

大

な
 

る

；

M

會

の

要

求

ど

を

美

事

に

，調

和

し

.
"
S
に

融

和

信

®

‘ 
： 

し

て

事

業

の

振

典

を

W

ら

ん

か

* 

—
を

S

の

卵

害

を

一 

掃
し
て
其
幸
福
は
永
久
的
ご
な
ら
ん

」

。
即

各

人

が
 

其

の

氣

隨

氣

儘

を

抑

腰

す

る

こ

ご

に

依

ウ

て

®

已

の

利
 

益

を

W

る

' ミ

共

に

社

會

，公

共

：
の

利

餘

を

增

進

せ

ん

こ

ご
 

を

：努

め

ん

か-、

事

業

は

圓

滿

：に

發

展

し

て

企

業

家

も

資
 

本

家

も

勞

働

者

も

共

に

、水

ぐ

大

な

る

利

益

の

分

配

に

與
 

ひ

、

社

含

は

益

々

進

步

す

る

の

で

あ

る

"

企

業

家

を

倒
 

し

事

業

を

C

し

て

迄

も

自

己

の

利

猛

を
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